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李　剣

2.学術論文

　1) 原著論文,共著者,後藤雅子，李剣．,2024年04月,日本語,重症心身障害児に関わる訪問看護

　　　師のリソース,査読あり,日本重症心身障害学会誌,49（3）,475－483

　2) 原著論文,共著者,後藤雅子，李剣．,2024年12月,日本語,医療的ケア児にかかわる訪問看護

　　　師のリソースの要素に関する文献検討,査読あり,日本健康医学会雑誌,33（1）,98－107

4.学会発表等

　1) ポスター,共同研究者,Jian Li, Junko Nonaka, Masako Yoneyama, Sumiko Oka ,All-Japan

　　　 Survey on Volunteer Activities in Pediatric Healthcare Facilities Focusing on t

　　　he Post-COVID Era - The Reality of Activities from the Perspective of Volunteers

　　　 (Part 1),16th Congress of Asia continental branch of International Society of P

　　　aediatric Oncology （SIOP Asia 2024）.Yokohama,,2024年06月

　2) ポスター,共同研究者,Jian Li, Junko Nonaka, Masako Yoneyama, Sumiko Oka ,All-Japan

　　　 Survey on Volunteer Activities in Pediatric Healthcare Facilities Focusing on t

　　　he Post-COVID Era - The Reality of Activities from the Perspective of Volunteers

　　　 (Part 2),16th Congress of Asia continental branch of International Society of P

　　　aediatric Oncology （SIOP Asia 2024）.Yokohama,,2024年06月

　3) ポスター,共同研究者,米山雅子，野中淳子，岡澄子，李剣,ポストコロナを見据えた小児医

　　　療施設におけるボランティア活動に関する全国調査―看護師からみた病棟での活動の実態

　　　と今後の展望（第1報）,日本小児看護学会第34回学術会．大阪．,2024年07月

　4) ポスター,共同研究者,米山雅子，野中淳子，岡澄子，李剣,ポストコロナを見据えた小児医

　　　療施設におけるボランティア活動に関する全国調査―看護師からみた病棟での活動の実態

　　　と今後の展望（第２報）,日本小児看護学会第34回学術会．大阪．,2024年07月

　5) ポスター,共同研究者,岡澄子，野中淳子，米山雅子，李剣,ポストコロナを見据えた小児医

　　　療施設におけるボランティア活動に関する調査-ボランティア・コーディネーターからみ

　　　たボランティア活動の実態と課題,日本小児看護学会第34回学術会．大阪．,2024年07月

　6) ポスター,筆頭者・責任者,Jian Li，Masako Goto,The Impact on Hospitalized Children 

　　　and Their Families During the COVID-19 Pandemic: From the Perspective of Nurses,

　　　The 5th Int'l Conference on Nursing and Healthcare(ICNH 2024) ．Xi'an, China．,2

　　　024年07月

　7) ポスター,共同研究者,後藤雅子，李剣,訪問看護師と重症心身障害児者の社会的相互作用の

　　　プロセスについての文献レビュー,日本重症心身障害学会, 第49回学術集会．神戸．,2024

　　　年11月
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10.学内各種委員会活動

　1) 看護学科　学生委員会,2024.4

　2) 看護学科　FD・SD委員会,2024.4

　3) 学生チューター,2024.4

11.科学研究費補助金，その他の補助金などの受託

　1) 基盤研究（C）,分担者,野中淳子，岡澄子，米山雅子，李剣,ポストコロナを見据えた小児

　　　医療におけるボランティア活動支援体制プログラムの構築,3,380千円,2022年04月

　2) 若手研究,代表者,李剣,コロナ禍における入院患児への適切なケア内容の可視化及びその看

　　　護モデルの構築,3,250千円,2021年04月


